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と
の
対
話
を
通
じ
て
育
ま
れ
ま
す
。
早
稲
田
大
学
に
は
、

学
士
号
・
修
士
号
・
博
士
号
の
取
得
を
目
指
す
外
国
人

留
学
生
に
加
え
、
交
換
留
学
や
短
期
留
学
で
来
日
す
る

学
生
な
ど
、
総
勢
８
３
０
０
人
を
超
え
る
外
国
人
留
学

生
が
学
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
多
様
な
価
値
観
を
持

つ
学
生
同
士
が
交
流
す
る
環
境
は
、
思
考
力
を
磨
く
機

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
80
以
上
の
国
・
地

域
に
広
が
る
７
０
０
以
上
の
大
学
・
機
関
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
日
本
人
学
生
が
海
外
で
学
ぶ
機
会

も
充
実
し
て
い
ま
す
。
世
界
各
地
で
多
様
な
人
々
と
交

流
し
、
知
見
を
広
げ
、
深
め
る
経
験
は
、「
し
な
や
か

な
感
性
」
を
育
む
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
に
向
き
合
う
た
め
に
は
、
多
様

性
を
理
解
し
、
受
け
入
れ
た
う
え
で
解
決
策
を
提
示
す

る
視
点
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
国
籍
や
人
種
、
民
族
、
言

語
、
宗
教
、
文
化
、
信
条
、
身
体
的
障
が
い
、
性
別
、

性
的
指
向
な
ど
、
多
様
な
背
景
を
持
つ
人
々
と
の
交
流

を
通
じ
て
他
者
の
価
値
観
や
考
え
方
を
理
解
す
る
こ
と

は
、
国
際
社
会
で
受
け
入
れ
ら
れ
る
解
決
策
を
導
き
出

す
た
め
の
重
要
な
基
盤
と
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
考
え
の
も
と
、
早
稲
田
大
学
で
は
「
た
く

ま
し
い
知
性
」
と
「
し
な
や
か
な
感
性
」
を
兼
ね
備
え
、

世
界
中
の
人
々
と
協
働
し
な
が
ら
課
題
解
決
に
取
り
組

む
こ
と
の
で
き
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

文
理
を
問
わ
ず
重
視
さ
れ
る

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育

早
稲
田
大
学
で
「
た
く
ま
し
い
知
性
」
を
培

う
土
壌
と
な
っ
て
い
る
の
が
、「
グ
ロ
ー

バ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー

（
Ｇ
Ｅ
Ｃ
） 

」
に
よ
っ
て
体
系
化
さ
れ
た
全
学
部
共
通

の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

こ
の
う
ち
「
基
盤
教
育
（2）

」
は
大
学
で
の
学
び
に
必

要
な
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ツ
ー
ル
の
修
得
を
目
指
す
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
り
、
実
社
会
で
も
求
め
ら
れ
る
素
養
を
養
う

多
彩
な
科
目
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
日
本

現
代
に
息
づ
く
建
学
の
精
神

揺
る
ぎ
な
き
早
稲
田
イ
ズ
ム

 「
世

界
で
輝
く
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｄ
Ａ
」
の
実
現
に

向
け
、
早
稲
田
大
学
で
は
「
研
究
の
早

稲
田
」「
教
育
の
早
稲
田
」「
貢
献
の
早

稲
田
」
の
三
つ
を
大
学
の
柱
と
し
て
拡
充
・
推
進
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
創
設
者
・
大
隈
重
信
が
建
学
の

理
念
に
掲
げ
た
「
学
問
の
独
立
」「
学
問
の
活
用
」「
模

範
国
民
の
造
就
」
と
い
う
「
早
稲
田
大
学
教
旨
（1）

」
を

源
流
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
学
問
の
独
立
」
に
込
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
人
類

の
発
展
に
寄
与
し
、
世
界
に
貢
献
す
る
学
問
を
追
究
す

る
「
研
究
の
早
稲
田
」
と
し
て
の
使
命
で
す
。
ま
た
、

大
隈
重
信
は
、
学
問
を
学
問
の
た
め
だ
け
に
行
う
の
で

は
な
く
、
社
会
の
た
め
に
役
立
て
る
こ
と
、
社
会
貢
献

に
学
問
を
活
用
す
る
大
切
さ
を
説
き
ま
し
た
。
早
稲
田

大
学
と
い
う
教
育
機
関
に
お
け
る
「
学
問
の
活
用
」
の

中
心
と
な
る
の
が
「
教
育
」
で
す
。
世
界
に
貢
献
す
る

研
究
・
学
問
を
推
進
し
、
そ
の
成
果
を
「
教
育
」
に
還

元
す
る
こ
と
で
人
材
育
成
を
図
る
と
い
う
考
え
の
も
と
、

「
教
育
の
早
稲
田
」
が
大
学
の
柱
の
一
つ
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
大
隈
重
信
が
説
い
た
の
が
「
模
範
国
民
の

造
就
」
で
す
。〝
模
範
〞
た
る
国
民
像
と
し
て
掲
げ
た

の
は
、「
一
身
一
家
、
一
国
の
為
の
み
な
ら
ず
、
進
ん

で
世
界
に
貢
献
す
る
抱
負
が
無
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
い

う
理
念
で
し
た
。
こ
れ
は
利
他
の
精
神
を
表
す
も
の
で

あ
り
、「
貢
献
の
早
稲
田
」
の
根
幹
を
成
し
て
い
ま
す
。

現
代
に
お
い
て
も
、
研
究
活
動
や
学
問
の
活
用
は
社
会

へ
の
「
貢
献
」
に
つ
な
が
り
、
そ
の
担
い
手
と
な
る
人

材
を
育
成
す
る
う
え
で
「
教
育
」
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
考
え
の
も
と
、
早
稲
田
大
学
で
は
研
究
・
教

育
・
貢
献
が
相
互
に
結
び
つ
く
大
学
づ
く
り
を
目
指
し
、

多
彩
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
建
学
以
来
の
理
念
や
使
命
感
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
流
行
を
は
じ
め
、
現

代
社
会
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
向
き
合
う
う

え
で
、
そ
の
重
要
性
を
一
層
高
め
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
人
類

に
と
っ
て
未
知
の
脅
威
で
あ
り
、
い
ま
だ
明
確
な
解
決

策
が
見
出
さ
れ
て
い
な
い
課
題
の
一
つ
で
す
。
同
様
に
、

地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変
動
、
世
界
的
な
人
口
増
加

と
貧
富
の
格
差
の
拡
大
、
核
保
有
国
に
よ
る
武
力
紛
争

の
深
刻
化
な
ど
、
国
際
社
会
は
多
く
の
課
題
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
日
本
国
内
で
も
、
少
子
高
齢
化
や
地
域
社

会
の
衰
退
と
い
っ
た
課
題
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
時
代
に
求
め
ら
れ
る
の
が
、『
た
く
ま
し
い
知
性
』

と
『
し
な
や
か
な
感
性
』
を
備
え
、
他
者
の
考
え
や
意

見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
自
ら
の
意
見
を
発
信
し
、
互
い

に
思
考
を
深
め
あ
う
『
ひ
び
き
あ
う
理
性
』
を
育
む
教

育
で
す
。
早
稲
田
大
学
で
は
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
教

育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

挑
戦
し
続
け
る
た
く
ま
し
さ

多
様
性
を
認
め
る
し
な
や
か
さ

 「
た

く
ま
し
い
知
性
」
と
は
、
誰
も
正
解
を

知
ら
な
い
人
類
の
課
題
に
対
し
、
自
分

な
り
の
解
決
策
を
考
え
抜
く
こ
と
を
出

発
点
と
す
る
―
―
。
早
稲
田
大
学
で
は
、
そ
う
し
た
理

念
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

未
知
の
課
題
に
対
し
て
自
ら
解
決
策
を
仮
説
と
し
て

提
示
し
、
そ
の
妥
当
性
を
エ
ビ
デ
ン
ス
（
根
拠
）
に
基

づ
い
て
検
証
す
る
。
そ
し
て
、
検
証
や
実
践
に
よ
っ
て

仮
説
が
否
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
結
果
を
受
け
止

め
、
新
た
な
仮
説
を
構
築
す
る
姿
勢
が
重
要
で
す
。
失

敗
を
恐
れ
ず
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
挑
戦
を
続
け

る
姿
勢
こ
そ
が
、「
た
く
ま
し
い
知
性
」
の
根
幹
を
成

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
際
、
次
の
一
手
を
導
き
出
す
き
っ
か
け
と
な
る

の
が
、
幅
広
い
教
養
や
新
た
な
気
づ
き
で
す
。
そ
れ
ら

は
、
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
学
生
や
教
員

語
の
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
」
は
、
日
本

語
を
母
語
と
す
る
学
生
が
論
理
的
な
文
章
を
書
く
力
を

身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
世
界
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
大
学
と
し
て
知
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
の

イ
ェ
ー
ル
大
学
な
ど
で
は
、
多
く
の
学
生
に
と
っ
て
母

語
で
あ
る
英
語
に
よ
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン

グ
が
１
年
次
必
修
科
目
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
考
え
方

を
参
考
に
、
早
稲
田
大
学
で
は
日
本
語
に
よ
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
英
語
の

「A
cadem

ic W
riting

」
は
政
治
経
済
学
部
の
必

修
科
目
と
し
て
開
講
さ
れ
、
英
語
で
論
理
的
に
発
信
す

る
力
を
養
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
全
学
的
な
展
開
も
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
解
析
や

統
計
学
な
ど
を
扱
う
「
デ
ー
タ
科
学
入
門
」
で
す
。
早

稲
田
大
学
で
は
２
０
１
７
年
に
「
デ
ー
タ
科
学
セ
ン

タ
ー
」
を
開
設
し
、
Ｇ
Ｅ
Ｃ
と
の
連
携
に
よ
り
、
独
自

の
「
デ
ー
タ
科
学
認
定
制
度
」
も
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
分
野
を
理
工
系
学
部
だ
け
で
な
く
、
社

会
科
学
系
学
部
で
も
重
視
し
て
い
る
点
も
大
き
な
特
徴

で
す
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
人
工
知
能
で
解
析
す
る
際
に

は
、
解
析
結
果
を
い
か
に
社
会
課
題
の
解
決
や
価
値
創

出
に
結
び
付
け
る
か
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
実
社
会
で

は
、
数
量
デ
ー
タ
の
解
析
結
果
を
エ
ビ
デ
ン
ス
と
し
て

活
用
す
る
場
面
が
数
多
く
あ
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や

政
策
立
案
な
ど
に
応
用
す
る
た
め
に
は
、
政
治
・
経

済
・
法
律
な
ど
の
専
門
知
識
と
組
み
合
わ
せ
た
デ
ー
タ

（1） 早稲田大学教旨
　早稲田大学の建学の理念で、「学問
の独立を全うし、学問の活用を効し、
模範国民を造就するを以て建学の本旨
と為す」と謳っている。このうち「学
問の独立」については、「之が自由討
究を主とし、常に独創の研鑽に力め以
て、世界の学問に裨補せん事を期す」、
「学問の活用」については「学理を学
理として研究すると共に、之を実際に
応用するの道を講し以て、時世の進運
に資せん事を期す」と述べている。

早稲田大学
〒169-8050　東京都新宿区西早稲田１-６-１
入学センター　TEL 03-3203-4331（直）
https://www.waseda.jp

世界が直面する難題に立ち向かう
グローバルリーダーを育成する

Waseda University

早稲田大学

　2032年に創立150周年を迎える“私学の雄”早稲田大学は、2050年
に向け「研究の早稲田」「教育の早稲田」「貢献の早稲田」を3本の柱に掲げ、
「世界人類に貢献する大学」へと着実に歩みを進めています。
　その原動力の一つが、グローバルエデュケーションセンターを中心に展開
する全学部共通の教育プログラムです。大学での学びを有意義なものにする
ための多彩な科目を通して、卒業後を見据えた幅広い知識や実践的なスキル
を修得。さらに、最先端の研究活動や活発な国際交流などを通じて、「たくま
しい知性」と「しなやかな感性」、そして「ひびきあう理性」を育み、「誰に
でも居場所がある」大学を目指した先導的な改革を推進しています。

大学HP

SU
MMARY

（2） 基盤教育
　大学で学問を学ぶために必須のアカ
デミックツールであり、社会に出ても
知的職業に就く際にも必須となる5つ
（アカデミック・ライティング、英語、
データ科学、数学、情報）の力を修得
する。

01

02

03

・人文社会科学
・自然科学
・国際教育
・日本語教育
・保健体育

・アカデミック・ライティング
・英語
・データ科学
・数学
・情報

言語教育 基盤教育

・キャリア形成
・ダイバーシティ
・地域連携
・ビジネス創出
・ボランティア
・リーダーシップ

・英語教育
・英語以外の多言語教育
　（26言語）

人間的
力量育成

リベラル
アーツ教育

グローバル・エデュケーション・センターの教育プログラムPICK UP

　世界のいかなる場所・場面においてもグローバルな視点で課題解決に貢献できる人間力・洞察力にあふれ
た真のリーダーを育てたい。そんな、早稲田大学が掲げるビジョンを遂行するためにグローバル・エデュ
ケーション・センター（GEC）は誕生しました。
　GECでは、学びの基本となるアカデミックリテラシー、幅広い教養を学べるリベラルアーツ教育、多彩
な言語に挑戦できる語学教育のほか、学部で学ぶ主専攻とは別に第二の強みが持てる全学副専攻制度など、
多様な学びの機会を提供しています。学びたい意欲に合わせて自由に組み合わせ、自分だけの「知の体系」
をつくることができるのです。GECが考える「グローバルリーダー」とは、幅広い知識や経験に裏打ちさ
れた自分なりの「知」を築いている人にほかなりません。
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活
用
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
デ
ー
タ
科
学
入
門
」
を
は
じ
め
と
す
る
デ
ー
タ
科

学
関
連
科
目
は
、
学
部
を
問
わ
ず
１
万
９
０
０
０
名
以

上
の
学
生
が
履
修
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
早
稲

田
大
学
で
は
デ
ー
タ
科
学
教
育
に
全
学
を
挙
げ
て
注
力

し
て
い
ま
す
。学

部
学
科
に
応
じ
た

文
理
融
合
型
教
育
を
展
開

デ
ー
タ
科
学
で
は
一
般
的
に
数
学
的
な
素
養

が
必
要
と
さ
れ
ま
す
が
、
早
稲
田
大
学
で

は
文
系
型
３
教
科
入
試
で
入
学
し
た
学
生

で
も
、「
基
盤
教
育
」
を
通
じ
て
数
学
の
基
礎
を
学
ぶ

こ
と
で
対
応
で
き
る
教
育
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
一

方
、
政
治
経
済
学
部
で
は
、
２
０
２
１
年
度
入
試
か
ら

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
「
数
学
Ⅰ
・
数
学
Ａ
」
を
必

治
体
、
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
に
お
い
て
も
、
世
界
に
貢
献

す
る
視
野
を
持
ち
、
未
知
の
課
題
に
挑
戦
し
続
け
る
人

材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー

ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
職
業
や
活
動
す
る
地
域
で

は
な
く
、
社
会
課
題
の
解
決
に
主
体
的
に
取
り
組
む
姿

勢
と
広
い
視
野
で
す
。

研
究
拠
点
か
ら
文
化
拠
点
ま
で

多
彩
な
施
設
を
整
備

さ
ま
ざ
ま
な
施
設
面
の
整
備
も
、
早
稲
田
大

学
の
近
年
の
大
き
な
動
向
の
一
つ
で
す
。

２
０
２
０
年
に
は
、
産
学
連
携
に
よ
る
最

先
端
の
研
究
拠
点
「
リ
サ
ー
チ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
（3）

」
が
開
設
さ
れ
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
か
ら
応
用
化

学
分
野
ま
で
多
彩
な
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
教
育
学
部
の
新
校
舎
の
竣
工
も
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
で
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
拠
点
と
す
る

政
治
経
済
学
部
、
法
学
部
、
教
育
学
部
、
商
学
部
、
社

会
科
学
部
、
国
際
教
養
学
部
の
６
学
部
す
べ
て
が
新
校

須
科
目
と
し
ま
し
た
。
文
系
学
部
に
お
け
る
数
学
利
用

入
試
で
は
志
願
者
数
の
減
少
も
見
込
ま
れ
、
実
際
に
志

願
者
は
約
３
割
減
少
し
ま
し
た
が
、
合
格
者
の
学
力
水

準
は
向
上
し
て
い
ま
す
。

　

数
学
系
科
目
は
入
学
後
も
「
基
盤
教
育
」
に
加
え
、

政
治
経
済
学
部
で
は
３
学
科
共
通
で
「
統
計
学
入
門
」

を
必
修
化
。
さ
ら
に
経
済
学
科
で
は
「
経
済
数
学
入

門
」、
国
際
政
治
経
済
学
科
で
は
「
経
済
数
学
入
門
」

「
ゲ
ー
ム
理
論
」
も
必
修
科
目
と
し
て
配
置
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
学
修
に
は
高
校
「
数
学
Ⅰ
」
程
度
の
基

礎
学
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
重
視
さ
れ

る
の
が
、
高
校
時
代
に
数
学
と
向
き
合
い
続
け
た
経
験

で
す
。
粘
り
強
く
学
び
続
け
る
姿
勢
は
、
大
学
で
専
門

分
野
を
深
く
学
ぶ
う
え
で
も
重
要
な
基
盤
と
な
り
ま
す
。

　

企
業
や
官
公
庁
、
自
治
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
、
実
社
会

で
は
デ
ー
タ
科
学
に
基
づ
く
エ
ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
の
議

論
が
広
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
数
学
的

な
素
養
は
多
様
な
分
野
で
重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
統
計
学
で
は
デ
ー
タ
全
体
を
俯
瞰
し
て
帰
納

的
に
パ
タ
ー
ン
を
導
き
出
す
力
が
求
め
ら
れ
る
一
方
、

純
粋
数
学
で
は
演
繹
的
な
論
理
的
思
考
力
を
養
い
ま
す
。

こ
う
し
た
論
理
的
思
考
は
法
学
に
も
通
じ
る
こ
と
か
ら
、

法
学
部
で
は
多
く
の
学
生
が
基
盤
教
育
の
「
数
学
基
礎

プ
ラ
ス
」
を
履
修
し
て
い
ま
す
。
数
学
と
法
学
に
共
通

す
る
論
理
性
を
学
ぶ
こ
と
で
、
専
門
分
野
へ
の
理
解
を

よ
り
深
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
や
数
学
は
、
文
理
融
合
教
育
を

支
え
る
重
要
な
要
素
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

早
稲
田
大
学
で
は
「
エ
ビ
デ
ン
ス
の
提
示
」
や
「
論
理

性
の
構
築
」
と
い
っ
た
学
び
の
意
義
を
学
部
ご
と
の
専

門
性
に
応
じ
て
明
確
に
示
し
て
お
り
、
そ
れ
が
学
生
の

主
体
的
な
学
修
意
欲
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
多
様
な
分
野
で
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
が
進
展
す
る
中
、
デ
ー
タ
科
学

を
基
盤
と
し
た
学
び
や
、
コ
ロ
ナ
禍
の
よ
う
な
正
解
の

な
い
課
題
に
対
し
て
自
ら
仮
説
を
立
て
、
検
証
を
重
ね

舎
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
理
工
３
学

部
が
集
結
す
る
西
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
大
規
模
な

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
が
進
行
中
で
す
。

　

早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
隈
研
吾
氏
の
設
計
に
よ

る
「
国
際
文
学
館
（
村
上
春
樹
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）」
が

２
０
２
１
年
秋
に
開
館
し
ま
し
た
。
１
９
７
５
年
に
文

学
部
を
卒
業
し
た
世
界
的
作
家
・
村
上
春
樹
氏
の
著
書

や
評
論
に
加
え
、
世
界
各
国
・
地
域
の
言
語
で
刊
行
さ

れ
た
作
品
や
、
そ
の
書
評
な
ど
も
収
蔵
・
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
在
学
中
は
「
坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
」

の
図
書
室
で
戯
曲
の
脚
本
を
読
ん
で
過
ご
す
こ
と
が
多

か
っ
た
と
い
う
村
上
氏
。
国
際
文
学
館
は
、
そ
の
演
劇

博
物
館
に
隣
接
す
る
校
舎
に
入
っ
て
い
ま
す
。
も
と
も

と
あ
っ
た
校
舎
を
建
て
直
す
の
で
は
な
く
、
改
築
す
る

こ
と
に
し
た
の
は
、〝
在
学
中
の
空
気
感
〞
を
残
す
と

い
う
考
え
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
改
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
政
治
経
済
学
部
の

卒
業
生
で
あ
り
、
株
式
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン

グ
代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長
の
柳
井
正
氏
が
、「
早
稲

田
大
学
が
本
格
的
に
日
本
文
化
の
魅
力
を
国
際
発
信
し

て
い
く
の
で
あ
れ
ば
」
と
の
思
い
か
ら
、
改
築
費
用
の

全
額
に
当
た
る
12
億
円
を
寄
付
。
早
稲
田
大
学
同
窓
生

の
強
い
母
校
愛
や
結
束
力
を
象
徴
す
る
取
り
組
み
の
一

つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ク
な
ど
、
一
人
ひ
と
り
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支

援
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
早
稲
田
大
学
の
特
色
で
す
。

学
業
面
の
サ
ポ
ー
ト
に
加
え
、
体
育
各
部
は
44
部
、
公

認
学
生
サ
ー
ク
ル
は
約
５
０
０
団
体
に
及
び
、
多
様
な

興
味
・
関
心
や
活
動
を
支
え
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
背
景
を
持
つ
学
生
が
互
い
を
尊
重
し
な
が

ら
学
び
、
そ
れ
ぞ
れ
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
点
も
、
早
稲
田
大
学
の
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

早
稲
田
大
学
で
は
、
世
界
で
活
躍
し
、
人
類
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成
を
教
育
の
重
要
な
目
標
に
掲

げ
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
26
テ
ー
マ
か
ら

学
べ
る
全
学
副
専
攻
制
度
（4）

を
は
じ
め
、
文
理
融
合
に

よ
る
幅
広
い
知
識
と
視
野
を
養
う
教
育
を
展
開
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
学
ぶ
意
欲
の
高
い
学
生
を
支
援
す
る
た

め
、
お
よ
そ
１
５
０
種
類
に
及
ぶ
独
自
の
奨
学
金
制
度

を
設
け
て
お
り
、
す
べ
て
返
済
不
要
の
給
付
型
奨
学
金

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
経
済
的
支
援
に
加
え
、
多
様
な
専
門
分
野

の
教
員
や
個
性
豊
か
な
学
生
が
互
い
に
学
び
合
う
環
境
、

充
実
し
た
教
育
・
研
究
施
設
な
ど
、
多
彩
な
教
育
資
源

を
生
か
し
な
が
ら
、
世
界
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育
成

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

な
が
ら
解
決
策
を
探
究
す
る
力
の
重
要
性
が
一
層
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
こ
う
し
た
学
び
を
高
校
ま

で
に
経
験
す
る
機
会
は
必
ず
し
も
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
日
本
で
は
大
学
生
活
を
自
由
な
時
間
と
し
て
捉

え
る
風
潮
も
あ
り
、
国
際
的
な
人
材
育
成
の
観
点
か
ら

課
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
社
会
的

要
請
を
踏
ま
え
、
早
稲
田
大
学
で
は
基
盤
教
育
を
教
育

改
革
の
出
発
点
に
位
置
付
け
、
文
理
融
合
の
学
び
と
各

学
部
の
専
門
教
育
を
通
じ
て
、
社
会
で
求
め
ら
れ
る
力

を
備
え
た
人
材
の
育
成
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
感
覚
は
国
内
外
の

多
様
な
シ
ー
ン
で
発
揮
さ
れ
る

現
代
の
大
学
改
革
で
は
、
高
校
と
大
学
と
の

接
続
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

中
、
早
稲
田
大
学
で
は
、
大
学
で
文
理
融
合
型
教
育
を

推
進
す
る
こ
と
が
、
高
校
に
お
け
る
文
系
・
理
系
の
枠

組
み
に
よ
る
学
び
の
課
題
を
補
完
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
大
学
入
試
が
文
系
型
と
理

系
型
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
校
で
の
進
路
指

導
も
文
理
別
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
文
系
の
学
生
で

あ
っ
て
も
、
大
学
入
学
後
に
数
学
を
含
む
幅
広
い
基
礎

学
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
、
専
門
分
野
の
学
び
を
よ

り
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

教
育
学
部
で
は
２
０
２
３
年
度
入
試
か
ら
大
学
入
学

共
通
テ
ス
ト
の
５
教
科
型
を
導
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、

理
工
系
学
部
で
は
数
学
を
必
須
と
し
て
い
る
ほ
か
、
文

系
学
部
で
も
数
学
を
選
択
し
て
受
験
で
き
る
制
度
を
整

え
て
い
ま
す
。
高
校
時
代
の
得
意
科
目
や
関
心
に
応
じ

て
学
部
・
学
科
を
選
択
す
る
だ
け
で
な
く
、
文
系
志
望

者
で
も
数
学
の
力
を
生
か
し
て
受
験
で
き
る
こ
と
が
特

徴
で
あ
り
、
受
験
機
会
の
拡
大
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
社
会
科
学
部
と
人
間
科
学
部
で
は

２
０
２
５
年
度
入
試
か
ら
従
来
の
３
教
科
型
方
式
を
廃

止
し
、
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
と
学
部
独
自
試
験
を
組

〝
し
な
や
か
〞
な
対
応
力
が
光
る

サ
ポ
ー
ト
体
制

地
方
出
身
学
生
が
約
３
割
を
占
め
、
外
国
人

留
学
生
も
数
多
く
学
ぶ
早
稲
田
大
学
で
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応

に
お
い
て
も
迅
速
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。
感
染

拡
大
初
期
の
２
０
２
０
年
２
月
に
は
、
８
０
０
人
以
上

が
同
時
受
講
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
シ
ス
テ
ム
の
ラ

イ
セ
ン
ス
２
０
０
０
本
を
導
入
し
た
ほ
か
、
１
人
10
万

円
の
緊
急
支
援
金
を
約
５
億
円
規
模
で
給
付
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
老
朽
化
し
た
校
舎
の
空
調
設
備
更
新
に
約

７
・
５
億
円
を
充
て
る
な
ど
、
総
額
約
12
・
５
億
円
の

予
算
を
感
染
症
対
策
に
投
入
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
家
計
急
変
時
に
適
用
さ
れ
る
学
費
減
免
制
度

の
対
象
人
数
を
80
名
か
ら
２
０
０
名
へ
拡
大
す
る
な
ど
、

経
済
的
支
援
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
学
生
の
心
身
の

ケ
ア
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
７
年
に
設
置

さ
れ
た
「
Ｇ
Ｓ
（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
）

セ
ン
タ
ー
」
を
は
じ
め
、「
保
健
セ
ン
タ
ー
」「
ア
ク
セ

シ
ビ
リ
テ
ィ
支
援
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
が
相
談
窓
口
と
な

り
、
多
様
な
学
生
一
人
ひ
と
り
を
支
え
る
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。

　

盲
学
生
へ
の
点
字
対
応
や
聾
学
生
へ
の
ノ
ー
ト
テ
イ

み
合
わ
せ
た
選
抜
方
式
へ
移
行
し
ま
し
た
。

　

特
色
あ
る
入
試
制
度
の
一
つ
が
、「
地
域
探
究
・
貢

献
入
試
」
で
す
。
地
域
振
興
へ
の
貢
献
を
志
す
受
験
生

を
対
象
と
し
た
制
度
で
、
最
終
選
考
で
は
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
で
所
定
の
基
準
を
満
た
し
た
受
験
生
を
選
抜

し
ま
す
。
入
学
後
は
地
域
活
性
化
を
テ
ー
マ
と
し
た
学

部
横
断
型
ゼ
ミ
を
設
け
て
お
り
、
現
在
は
法
学
部
、
教

育
学
部
、
文
化
構
想
学
部
、
文
学
部
、
人
間
科
学
部
、

ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
の
６
学
部
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
多
く
の
大
学
で
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
充
実

が
進
み
、
早
稲
田
大
学
で
も
多
彩
な
海
外
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
や
「
英
語
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ｅ
Ｄ
Ｐ
）」、
オ
ン

ラ
イ
ン
国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
Ｇ
Ｏ
Ａ
Ｌ
」
な
ど
を

展
開
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、「
世
界
で
輝
く
Ｗ
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ｄ
Ａ
」
の
実
現
に
向
け
て
重
視
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
点
は
、
海
外
だ
け
で
な
く
国
内
の
地
域
社
会
で
も
発

揮
で
き
る
も
の
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
実
際
、
都
心

の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
び
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
留
学

な
ど
を
経
験
し
た
後
、
地
元
企
業
や
自
治
体
へ
Ｕ
タ
ー

ン
就
職
す
る
学
生
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

早
稲
田
大
学
が
目
指
す
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
は
、

国
際
機
関
や
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
で
活
躍
す
る
人
材
に
限

ら
れ
ま
せ
ん
。
日
本
国
内
の
地
域
社
会
や
小
規
模
な
自
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国際文学館（村上春樹ライブラリー）

早稲田アリーナ

（3）  リサーチイノベーション　　
センター

　2020年3月竣工。地上6階、地下2階、
総床面積1万7630m2。総工費100億円。
世界最先端の産官学連携研究を実践する分
野連携型のイノベーティブな活動を推進す
るほか、ベンチャー企業など新産業の創出
にも取り組む。また、「教育」「研究」に次
ぐ大学の第三の役割である「社会的価値創
造」の実現を目指す。産学連携のワンス
トップの窓口、研究推進・戦略、TLO（大
学の研究成果の民間企業への移転機関）、
契約支援、アウトリーチ機能など各種研究
事業の支援を行う。

（4） 全学副専攻制度
　学術的副専攻と学際的副専攻があり、合
わせて26テーマを用意。学術的副専攻は、
自分の専門分野と異なる学問分野を学び、
その分野における基本的なものの見方や考
え方を身につけ、複眼的視点を養う。学際
的副専攻は、自分が関心を持つ社会的問題
や学問的な課題について、幅広い視野から
考え、複数の学問的な切り口から分析する
手法を学ぶ。
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